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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20252025 55
会員数 888 名会員数 888 名

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.70％（令和７年 5月1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

令和７年5月1日現在令和７年5月1日現在

◇専門家による経営相談窓口のご案内
◇青年部4月定期総会を開催
◇潮流を読む 「生成ＡＩによって大変革期を　　　
　　　　　　　　  迎えている米国金融業界」
◇中小企業のセキュリティ対策
　「対策実施状況、改善わずか」
◇トレンド通信
　「若者たちを動かすのは『かっこいい大人たち』」
◇クラウドな話 「春の嵐・メイストームに注意」
◇     館山市からのお知らせ　
　館山市地域課題解決チャレンジ事業補助金
◇笹子三喜男さんからオブジェの寄贈を受ける
　～光風会展入選作『平和への迷路』～
◇日本史のトビラ 「三井高利の革命的商法」

館山商工会議所HP館山商工会議所HP

館山商工会議所館山商工会議所
公式 LINE 始めました！公式 LINE 始めました！



会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 5 月 10 日（2）

専門家による経営相談窓口のご案内専門家による経営相談窓口のご案内
　当所では、インボイス制度の導入やエネルギー価格・物価の高騰、賃上げ・最低賃金引上げ、新型
コロナウイルス感染症、デジタル化等への対応等、様々な事業環境変化の影響を受ける中小・小規模
事業者に対し、効果的な支援を提供するため、専門家による経営相談窓口を開設いたします。
　相談窓口は事前予約制・先着順となっています。予約なしでのご相談はお受けできませんので、あら
かじめご了承ください。

【相談内容】
①インボイス（適格請求書等保存方式）制度導入に向けた対応、各種支援策等に関するもの
②電子帳簿保存法に関するもの
③エネルギーその他の物価高騰への対策、各種支援策等に関するもの
④円安その他の物価高騰への対策、各種支援策等に関するもの
⑤�アフターコロナに対応するためのビジネスモデルの転換や再点検、販路拡大やマーケティング戦略、
アフターコロナでの経済活動再開に対応するための経営力強化に向けた取り組み等

⑥賃上げ等に関するものや、最低賃金引上げに関するコスト増分の捻出に関するもの
⑦デジタル化（ＩＴ、設備投資等）に関するものや、デジタル化対応人材の確保および育成
⑧その他の事業環境変化に対応するための経営力強化等に資する対策等および各種支援策に関するもの
⑨各種補助金制度・支援策に関するもの（周知・申請サポート）

相　　談　　日 応相談

会　　　　　場 館山商工会議所

相　談　時　間 １事業所あたり２時間以内

申 し 込 み 方 法 事前予約制・先着順

お　問　合　せ ２２ ‐ ８３３０（館山商工会議所）

※�補助金に関するご相談は、事業者様が
作成を終えた事業計画書に対し、公募
要領等を確認しながらアドバイスいた
します。
※�ご相談内容によっては、他の支援機関
をご紹介する場合もございます。

　

令
和
７
年
４
月
９
日
、
館
山
商
工
会
議
所
青
年

部
４
月
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報

告
と
、令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
が
満
場一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
会
長
・
辰
野
弘
征
く
ん
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
『
未
来
予
想
図
～
私
の
想
像
が
地
域
の

未
来
～
』
の
も
と
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。一年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



会 議 所 だ よ り
（3） 令 和 7 年 5 月 10 日

潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む

「
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
大
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
米
国
金
融
業
界
」

「
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
大
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
米
国
金
融
業
界
」

の
デ
ー
タ
形
式
を
自
律
し
て
生
成

す
る
こ
と
が
可
能
な
Ａ
Ｉ
技
術
と

な
る
。た
だ
し
、
生
成
さ
れ
た
デ
ー

タ
形
式
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
生
成

Ａ
Ｉ
に
対
す
る
指
示
の
適
格
性
に

左
右
さ
れ
、
１
回
の
指
示
で
質
の
高

い
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
得
る
の
は
難
し

く
、
通
常
は
反
復
す
る
処
理
が
必

要
と
な
る
。生
成
Ａ
Ｉ
は
イ
テ
レ
ー

シ
ョン（
反
復
処
理
）の
機
能（
＝
学

習
機
能
）
を
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
統

合
さ
れ
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
質

の
高
い
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
創
出
さ
れ

る
。結
果
的
に
、
人
間
し
か
対
応
で

き
な
か
っ
た
複
雑
な
処
理
（
例
え

ば
、顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
な
ど
）
を
生
成
Ａ
Ｉ
が一瞬

で
代
替
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
短
期
間
で
の
進
化
の
背

景
に
は
、
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
（
大

量
の
文
章
の
学
習
に
よ
っ
て
、
人
間

の
言
語
を
理
解
し
、
そ
の
結
果
、
文

章
を
生
成
、
翻
訳
、
要
約
、
質
疑
応

答
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
言
語
処
理
タ

ス
ク
を
実
行
す
る
モ
デ
ル
）
な
ど
の

技
術
基
盤
が
優
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。こ
れ
ら
に
、デ
ー
タ
処
理
パフ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
飛
躍
的
な
向
上
、
新
し
い

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョン
の
台
頭
、
生
成
Ａ

Ｉ
へ
の
ア
ク
セ
ス
障
壁
の
低
下
が
加

わ
っ
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
指
示

の
質
が
向
上
し
、
価
値
創
造
と
効

　

２
０
２
４
年
10
月
、
出
張
で
米
国

の
大
手
金
融
機
関
を
訪
問
す
る
機

会
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
は
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
が
金
融
機
関
の
営
業
ス
タ

イ
ル
を
大
幅
に
変
革
し
て
い
た
。23

年
に
も
米
国
出
張
で
生
成
Ａ
Ｉ
の

営
業
ス
タ
イ
ル
へ
の
影
響
を
確
認
し

た
が
、
そ
れ
が
変
革
を
も
た
ら
す
の

か
懐
疑
的
な
意
見
が
多
数
で
あ
っ

た
。し
か
し
、こ
の
１
年
と
い
う
短
期

間
で
生
成
Ａ
Ｉ
は
進
化
し
、金
融
機

関
の
営
業
ス
タ
イ
ル
を
変
え
、
金
融

業
界
の
競
争
環
境
を
大
き
く
変
化

さ
せ
て
い
る
。

　

改
め
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
定
義
す
る

と
、文
章
、画
像
、音
声
、動
画
な
ど

率
性
向
上
の
機
会
が
創
出
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
は
膨

大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
。こ
の
た
め
、

コ
ス
ト
を
負
担
し
て
で
も
付
加
価

値
を
高
め
よ
う
と
す
る
金
融
機
関

と
、
従
前
か
ら
の
営
業
ス
タ
イ
ル
を

維
持
し
よ
う
と
す
る
金
融
機
関
と

に
分
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
米
国

の
金
融
業
界
で
は
前
者
に
該
当
す

る
金
融
機
関
が
多
い
。こ
こ
で
の
従

前
か
ら
の
営
業
ス
タ
イ
ル
と
は
、
営

業
員
の
裁
量
に
大
き
く
依
存
す
る

ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。例
え
ば
、
担
当

す
る
各
顧
客
の
財
務
状
況
、ラ
イ
フ

イ
ベン
ト
、個
人
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
趣
味
嗜
好
（
し
こ
う
）
を
把
握

し
、そ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
る
営
業
員

の
主
観
的
な
洞
察
に
よ
っ
て
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
で
、将
来
の
金
融
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
収
益
を
得
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。た
だ
し
、こ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
は
、
通
常
、コ
ス
ト
負
担

が
大
き
く
な
り
、
顧
客
の
デ
ー
タ
に

基
づ
く
客
観
的
な
視
点
に
欠
け
る

た
め
、金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

際
に
営
業
員
が
誤
って
解
釈
し
、
組

織
的
な
顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
問
題

が
生
じ
や
す
く
な
る
。

　

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
米
国

の
大
手
金
融
機
関
の
多
く
は
、量
と

質
を
兼
ね
備
え
た
顧
客
属
性
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
に

よ
る
顧
客
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
っ
て

い
る
。こ
れ
に
よ
り
、
少
な
い
コ
ス
ト

や
営
業
員
の
時
間
と
リ
ソ
ー
ス
で
、

瞬
時
に
高
度
な
分
析
と
そ
れ
に
基

づ
く
個
々
の
顧
客
の
金
融
商
品
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
の
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョン
（
個
々
人
向
け
最
適
化
）
が

可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。つ
ま
り
、

金
融
機
関
は
同
時
か
つ
大
量
に
顧

客
属
性
別
の
個
々
の
顧
客
の
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ

に
は
、各
顧
客
の
消
費
行
動
履
歴
の

デ
ー
タ
を
評
価
し
、
現
在
の
顧
客
の

財
務
状
況
を
、
過
去
の
デ
ー
タ
を
基

に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
個
々
の
顧
客
の
ラ
イ
フ
イ
ベン

ト
を
追
跡
し
、
そ
の
予
測
を
す
る
こ

と
も
で
き
る
。さ
ら
に
、
顧
客
属
性

の
中
で
個
々
の
顧
客
の
状
況
を
定

量
的
に
比
較
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
米
国
で
は
質
の
高
い

顧
客
属
性
デ
ー
タ
と
生
成
Ａ
Ｉ
の

活
用
に
よ
り
、従
前
の
人
を
中
心
と

し
た
営
業
ス
タ
イ
ル
の
大
き
な
変
革

期
を
迎
え
て
い
る
。

　

そ
の一方
、
日
本
で
は
、
こ
れ
ら
の

生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
高
度
な
分
析
を

可
能
と
す
る
た
め
の
十
分
な
顧
客

属
性
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
て

い
な
い
金
融
機
関
が
多
い
と
見
受

け
ら
れ
る
。従
来
の
営
業
ス
タ
イ
ル

で
活
用
し
て
い
る
中
途
半
端
な
顧

客
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ま
ま
で
は
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
導
入
と
い
う
手
段
と
、
顧

客
の
ニ
ー
ズ
の
定
量
的
な
パ
ー
ソ
ナ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
目
的
が
合
致

せ
ず
、期
待
す
る
成
果
が
生
ま
れ
な

い
。日
本
の
金
融
機
関
に
お
い
て
も
、

米
国
の
金
融
機
関
の
よ
う
な
営
業

ス
タ
イ
ル
の
変
革
の
取
り
組
み
が
増

え
、
顧
客
と
金
融
機
関
が
お
互
い
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
、ウ
ィ
ン・ウ
ィ

ン
の
関
係
を
築
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

（
3
月
20
日
執
筆
）

株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調
査
部

主
席
研
究
員　

内
野　

逸
勢
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と
を
期
待
し
て
い
る
。
詳
細
な
報

告
書
は
４
月
頃
に
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
開
予
定
で
あ
る
。
組

織
内
外
で
の
啓
発
活
動
な
ど
で
活

用
い
た
だ
き
た
い
。

独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構　

江
島
将
和

「
２
０
２
４
年
度
中
小
企
業
等
実

態
調
査
結
果
速
報
版
」
に
つ
い
て

は
こ
ち
ら

中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

24
年
度
調
査
を
公
開

支
援
の
必
要
明
ら
か
に

　

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
は
、「
２
０
２
４

年
度
中
小
企
業
に
お
け
る
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
実
態
調
査

報
告
書
」
の
速
報
版
を
公
開
し

た
。
本
調
査
は
、
全
国
の
中
小
企

業
４
１
９
１
社
を
対
象
に
ウ
ェ

ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
へ
の
取
り
組
み

や
被
害
の
状
況
、
対
策
実
施
に
お

け
る
課
題
、
取
引
先
を
含
む
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
状
況
な
ど

を
取
り
ま
と
め
た
。
そ
の
結
果
、

「
２
０
２
１
年
度
調
査
」
と
比
べ
て

「
原
因
調
査
・
復
旧
に
関
わ
る

人
件
費
等
の
経
費
負
担
が
あ
っ

た
」
と
の
回
答
も
23
・
２
％
で

あ
っ
た
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
不
備
が
、

取
引
先
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
事
業
の
継
続
性
を
脅
か
す
実

情
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

〈
ポ
イ
ン
ト
②
〉

不
正
ア
ク
セ
ス
さ
れ
た
企
業

の
約
５
割
が
脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ

く
）
性
を
突
か
れ
、
他
社
経
由

で
の
侵
入
も
約
２
割

　

23
年
度
に
サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ
デ

ン
ト
の
被
害
を
受
け
た
企
業
の
う

ち
「
不
正
ア
ク
セ
ス
被
害
を
受
け

た
」
と
回
答
し
た
企
業
は
４
１
９

社
で
43
・
０
％
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

手
口
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
脆
弱
性

（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
パ
ッ
チ
の
未
適
用

等
）
を
突
か
れ
た
」
と
の
回
答
が

48
・
０
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、

「
Ⅰ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
だ
ま
し
取

ら
れ
た
」
と
の
回
答
が
36
・
８
％
で

あ
っ
た
。「
取
引
先
や
グ
ル
ー
プ
会

社
等
を
経
由
し
て
侵
入
」
と
の
回

答
も
19
・
８
％
あ
り
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
上
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス

ク
が
読
み
取
れ
る
。

取
引
に
つ
な
が
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
投
資

〈
ポ
イ
ン
ト
③
〉

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
投
資
を

行
っ
て
い
る
企
業
の
約
５
割

が
、
取
引
に
つ
な
が
っ
た

　

取
引
先
（
発
注
元
企
業
）
か

ら
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
関

す
る
要
請
を
受
け
た
経
験
が
あ
る

企
業
の
う
ち
、
取
引
先
（
発
注
元

企
業
）
か
ら
要
請
さ
れ
た
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
行
っ
た
こ
と
が

取
引
先
と
の
取
引
に
つ
な
が
っ
た

大
き
な
要
因
だ
と
回
答
し
た
企
業

は
42
・
１
％
。
ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
投
資
別
に
見
て
み
る

と
、
過
去
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
投
資
を
行
っ
て
い
る
企
業
の
49
・

８
％
が
、
発
注
元
か
ら
の
要
請
で

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

行
っ
た
こ
と
が
取
引
に
つ
な
が
っ
た

と
回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
投
資
を
行
っ
て

い
な
い
企
業
で
は
27
・
４
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。◇ 

◇ 

◇ 　

 

　

Ⅰ
Ｐ
Ａ
は
本
書
の
公
開
に
よ

り
、
中
小
企
業
に
お
い
て
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
認
識
が
向
上
し
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
進
む
こ

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
実
施

状
況
の
改
善
は
わ
ず
か
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
対
策
の
必
要
性
の
訴
求

や
、
対
策
の
実
践
に
向
け
た
支
援

の
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
主

な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
。

〈
ポ
イ
ン
ト
①
〉 

サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
よ

り
取
引
先
に
影
響
が
あ
っ
た
企

業
は
約
７
割

　

23
年
度
に
サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ
デ

ン
ト
の
被
害
を
受
け
た
と
回
答
し

た
企
業
は
９
７
５
社
で
全
体
の

23
・
３
％
。
そ
の
う
ち
約
３
割
に

相
当
す
る
「
特
に
な
し
」
を
除
く

と
、
約
７
割
が
「
サ
イ
バ
ー
イ
ン

シ
デ
ン
ト
に
よ
り
取
引
先
に
影
響

が
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
。
影
響

が
あ
っ
た
と
答
え
た
企
業
の
う

ち
、
「
取
引
先
に
サ
ー
ビ
ス
の
停

止
や
遅
延
に
よ
る
影
響
が
出
た
」

と
の
回
答
は
36
・
１
％
。
ま
た
、

「
個
人
顧
客
へ
の
賠
償
や
法
人
取

引
先
へ
の
補
償
負
担
の
影
響
が
出

た
」
と
の
回
答
が
32
・
４
％
、

対
策
実
施
状
況
、改
善
わ
ず
か



会 議 所 だ よ り
（5） 令 和 7 年 5 月 10 日

　

先
日
、和
歌
山
県
田
辺
市
に
よ
る

若
者
の
起
業
支
援
活
動「
た
な
べ
未

来
創
造
塾
」
の
第
９
期
修
了
式
を

訪
ね
て
き
ま
し
た
。今
期
は
Ｉ
タ
ー

ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
含
め
た
13
人
が
、

行
政
、金
融
機
関
、商
工
会
議
所
、卒

業
生
の
事
業
者
な
ど
の
前
で
、そ
れ

ぞ
れ
が
取
り
組
む
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
発
表
し
ま
し
た
。プ
レ
ゼ
ン
内

容
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
新
し
く
コ
ン
テ

ン
ツ
制
作
企
業
を
立
ち
上
げ
る
に

当
た
っ
て
地
域
の
学
生
も
含
め
た

若
い
力
を
集
め
る
仕
組
み
を
提
案

す
る
も
の
、
人
口
の
少
な
い
地
域
に

あ
え
て
移
動
式
の
飲
食
店
を
開
業

し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

支
援
を
目
指
す
も
の
、
地
域
の
働

く
若
い
女
性
や
子
育
て
世
代
を
対

象
に
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
健

康
関
連
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、業
種
も
規

模
も
特
に
決
ま
っ
た
傾
向
は
あ
り

ま
せ
ん
。全
体
に
共
通
し
て
い
る
の

は
、地
域
が
抱
え
る
課
題
に
焦
点
を

当
て
て
、そ
れ
を
解
決
す
る
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

た
な
べ
未
来
創
造
塾
で
は
、半
年

間
に
わ
た
っ
て
、地
域
活
性
化
を
専

門
と
す
る
大
学
の
教
授
か
ら
、地
域

の
経
済
と
将
来
を
見
越
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
つ
く
り
方
や
考
え

方
な
ど
、理
論
的
な
知
識
を
学
び
ま

す
。さ
ら
に
、
こ
の
塾
の
卒
業
生
が

講
師
に
な
っ
て
、実
際
に
事
業
を
立

ち
上
げ
て
か
ら
ど
の
よ
う
な
工
夫

が
必
要
だ
っ
た
か
、
ど
こ
に
落
と
し

穴
が
あ
っ
た
か
と
い
っ
た
実
践
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
も
学
び
ま
す
。塾
生
同

士
や
卒
業
生
と
の
交
流
や
議
論
を

通
じ
て
、実
際
に
現
場
で
使
え
る
人

脈
を
形
成
し
て
い
く
の
で
す
。２
０

２
４
年
度
で
第
９
期
を
迎
え
て
、卒

業
生
の
総
数
は
１
０
０
人
を
超
え
、

そ
の
７
割
が
地
元
で
起
業
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
塾
が
始
ま
っ
た
の
は
16
年
、

も
と
も
と
は
田
辺
市
の
人
口
減
少

に
対
す
る
施
策
の
一
つ
で
し
た
。真

砂
充
敏
田
辺
市
長
に
よ
れ
ば
、
移

住
・
定
住
の
促
進
の
ほ
か
に
関
係

人
口
の
増
加
も
目
指
し
ま
し
た
。こ

こ
ま
で
は
他
の
自
治
体
で
も
よ
く

あ
る
考
え
方
で
す
。も
う
一
つ
重
視

し
た
の
が
、住
民
の
中
か
ら
地
域
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
個
人
「
ロ
ー

カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
」
を
数
多
く
育
て
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。人
口
が
減
っ

て
も
魅
力
あ
る
人
が
活
躍
し
て
い

れ
ば
、
大
学
進
学
な
ど
で
一
度
は
地

域
を
離
れ
た
若
者
が
帰
り
た
く
な

る
ま
ち
が
つ
く
れ
る
と
い
う
考
え

で
す
。実
は
こ
の
塾
を
主
宰
す
る
田

辺
市
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
起
業
家
に
補

助
金
や
助
成
金
を
一
切
出
し
て
い

ま
せ
ん
。プ
レ
ゼ
ン
に
対
し
て
地
元

金
融
機
関
や
商
工
会
議
所
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
必
要
に
応
じ
て

融
資
を
受
け
、後
は
民
間
で
事
業
を

立
ち
上
げ
る
仕
組
み
で
す
。

　

修
了
式
の
式
典
で
修
了
生
や
先

輩
に
当
た
る
起
業
家
か
ら
よ
く
出

た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、地
域
を
盛
り
上

げ
る
「
か
っ
こ
い
い
大
人
」
と
い
う

言
葉
で
す
。意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

単
に
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
成
功
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、地
域
と
の
関
わ
り

を
重
視
し
て
活
動
し
、若
者
や
若
者

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
も
良
い

関
係
を
保
ち
な
が
ら
、陰
に
な
り
日

な
た
に
な
り
応
援
し
て
く
れ
る
人
。

要
す
る
に
、地
域
の
未
来
づ
く
り
に

貢
献
す
る
意
識
を
持
っ
て
行
動
し

て
い
る
経
済
人
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン

ス
で
す
。

　

若
い
世
代
か
ら「
自
分
も
あ
ん
な

か
っ
こ
い
い
大
人
に
な
り
た
い
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
人
が
た
く
さ
ん

い
る
地
域
は
、
元
気
に
な
っ
て
そ
れ

が
次
の
世
代
に
も
受
け
継
が
れ
、良

い
連
鎖
を
生
ん
で
い
く
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
地
域
経
済
だ
け
で
な
く
、会

社
組
織
で
あ
れ
、
政
治
で
あ
れ
、
行

政
で
あ
れ
、
ど
ん
な
シ
ー
ン
に
お
い

て
も
共
通
す
る
大
事
な
見
方
だ
と
、

今
回
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
／
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト　
　
　
　
　

渡
辺　

和
博

「
若
者
た
ち
を
動
か
す
の
は

　
『
か
っ
こ
い
い
大
人
た
ち
』
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信

全 15 区画に専用水道と AC 電源をご用意！
ペット OK のサイト有り！
手ぶらキャンプも OK ！

館山市神余 4667-1 / 0470-29-3530

緑あふれるオートキャンプ場



会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 5 月 10 日（6）

　

５
月
の
天
気
と
い
え
ば
、晴
れ
て

穏
や
か
な
日
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。気
温
も
上
が

り
、１
年
で
一
番
快
適
な
陽
気
に
な

り
ま
す
。西
か
ら
次
々
に
や
っ
て
く

る
移
動
性
高
気
圧
に
覆
わ
れ
る
た

め
で
す
が
、こ
の
時
期
は
ま
だ
台
風

が
近
づ
く
こ
と
も
な
く
、
梅
雨
も

も
う
少
し
先
な
の
で
、高
い
確
率
で

お
出
か
け
日
和
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、５
月
は
春
か
ら
初
夏
へ

と
進
む
季
節
の
変
わ
り
目
で
も
あ

り
ま
す
。日
本
付
近
で
は
南
か
ら

入
り
始
め
た
初
夏
の
暖
気
と
、
北

に
残
る
冬
の
寒
気
が
せ
め
ぎ
合
っ

て
い
る
状
態
で
す
。ひ
と
た
び
移
動

性
高
気
圧
が
東
へ
離
れ
る
と
、こ
の

暖
気
と
寒
気
の
境
目
に
低
気
圧
が

発
生
し
、
天
気
が
崩
れ
ま
す
。そ
し

て
、
こ
う
し
た
南
北
の
寒
暖
差
が

大
き
い
場
合
は
、
低
気
圧
が
発
達

し
や
す
く
、時
折
、日
本
付
近
で
台

風
並
み
に
急
発
達
す
る
低
気
圧
が

現
れ
ま
す
。こ
れ
を
春
の
嵐
「
メ
イ

ス
ト
ー
ム
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。全

国
的
に
大
荒
れ
の
天
気
に
な
り
、

豪
雨
や
暴
風
、
高
波
な
ど
で
被
害

の
発
生
に
つ
な
が
る
た
め
警
戒
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
メ
イ
ス
ト
ー
ム
」
と
い
う

言
葉
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け
は
、１

９
５
４
年
５
月
10
日
、
北
海
道
の

東
海
上
で
急
発
達
し
た
低
気
圧
に

よ
っ
て
、漁
船
が
大
量
に
遭
難
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。た
っ
た
１

日
で
台
風
並
み
に
発
達
し
、
被
害

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
。

　

メ
イ
ス
ト
ー
ム
は
台
風
並
み
と

い
っ
て
も
、
台
風
と
は
大
き
く
違
う

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、
影

響
範
囲
で
す
。台
風
に
お
け
る
暴
風

の
範
囲
は
、中
心
付
近
の
暴
風
域
の

円
内
で
、進
路
か
ら
離
れ
た
場
所
で

は
比
較
的
穏
や
か
で
す
。

　

一
方
、
メ
イ
ス
ト
ー
ム
は
、
暴
風

の
範
囲
が
広
く
、中
心
か
ら
離
れ
て

い
て
も
強
い
風
が
吹
き
荒
れ
ま
す
。

発
達
度
合
い
に
よ
っ
て
は
、
日
本
列

島
が
す
っ
ぽ
り
と
暴
風
エ
リ
ア
に

入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。範
囲
が
広

い
と
い
う
こ
と
は
、
台
風
よ
り
も
暴

風
を
受
け
る
時
間
が
長
く
な
り
、台

風
一
過
の
よ
う
に
急
速
な
回
復
も

あ
り
ま
せ
ん
。広
範
囲
の
暴
風
・
豪

雨
に
よ
り
、各
地
で
災
害
を
も
た
ら

し
、交
通
機
関
の
乱
れ
や
停
電
の
影

響
も
広
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
。

　

最
近
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
お
い
て
メ
イ
ス
ト
ー
ム
で

は
な
く
「
爆
弾
低
気
圧
」
と
い
う
言

葉
が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。気
象
庁
で
は
、
爆
弾
低
気

圧
は
「
使
用
を
控
え
る
用
語
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
一
年
を
通
し
て
使

い
や
す
く
、
爆
弾
と
い
う
強
い
言
葉

で
災
害
の
危
険
性
が
伝
わ
る
の
で

あ
れ
ば
、い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

５
月
は
レ
ジ
ャ
ー
の
季
節
で
す

が
、
旅
先
で
の
被
害
に
注
意
が
必

要
で
す
。特
に
山
の
レ
ジ
ャ
ー
で

は
、
低
気
圧
が
近
づ
く
前
は
暖
湿

流
に
よ
る
雪
崩
、
通
過
中
は
長
時

間
の
暴
風
、
通
過
後
は
急
激
な
気

温
の
低
下
で
低
体
温
症
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。お
出
か
け
の
際
は
、
予

報
を
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士  

藤
富　

郷

「
春
の
嵐
・
メ
イ
ス
ト
ー
ム
に
注
意
」

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665
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あなたの事業をみんなで応援！
館山市地域課題解決チャレンジ事業補助金館山市地域課題解決チャレンジ事業補助金

　補助事業者認定後、クラウドファンディング型ふるさと納税の仕組みを活用し、 市が資金を募集します。
資金募集の目標額に達しない場合、不足額（目標額から募集額を差し引いた額）の８０％を市で上乗せし、
補助します。資金募集の目標額を上回った場合は、資金募集目標額を補助します。

館山商工会館には、会員および商工業者の皆様にご利用いただける、定員６名までの小会議室から、
最大３００名を収容可能な大ホールまで、計９室の会議室が設けられております。
全室冷暖房・空調設備を完備しており、快適な環境の中で諸会議、セミナー・講演会、社員研修会、企業・
各種団体の総会、展示会などにご利用いただけますので、是非ご利用下さい。

※問合せ・空き状況の確認は、館山商工会議所事務局（TEL0470-22-8330）までお気軽にご連絡下さい

　【募集期間】　令和７年４月 14日 ( 月 ) から６月６日 (金 ) まで
　【対象事業】　館山市の地域課題解決に繋がる事業
　　　　　　　館山市の地域資源を活用した事業
　【お問合せ】　館山市雇用商工課商工係（0470-22-3362）

館山市では、地域課題の解決や地域資源の活用に繋がる事業を
新たに行う起業家を募集します！

　この作品は、高さ60センチの「炎」の形をし
たオブジェ（陶芸作品）で、笹子さんの「爆弾
の炎で平和は来ない。誰もが平和と幸せを願っ
ているが、戦争はなくならない。自分には、小
さな焼き物からメッセージを発信することしか
できないが、残されていく子どもたちのために、
今できることを考えたい」といった思いが込め
られた作品です。
　寄贈された作品は、当所１階ロビーのガラス
ケース内に展示させていただきました。来所さ
れた際には是非ご覧いただき、「平和」につい
て思いを寄せていただければ幸いです。

　当所会員、㈱笹子工務店 代表取締役 笹子三喜男さんは、事業運営の傍ら陶芸家として精力的な
創作活動をされており、この度、ご自身の作品である光風会展入選作『平和への迷路』を当所にご
寄贈いただきました。

笹子三喜男さんよりオブジェ（陶芸作品）の寄贈を受ける

会議・展示会・イベントにご活用ください!!



会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 5 月 10 日（8）

　

三
井
高
利
は
元
和
８
（
１
６

２
２
）
年
に
伊
勢
松
阪
の
商
人

の
高
俊
と
殊
法
の
末
っ
子
（
８

番
目
）
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、

長
兄
の
俊
次
が
江
戸
で
呉
服

商
と
し
て
成
功
し
た
の
で
、
高

利
も
14
歳
の
時
、
兄
を
手
伝

う
た
め
江
戸
へ
上
っ
た
。
支
店

を
任
さ
れ
た
高
利
は
商
才
を

発
揮
し
、
短
期
間
で
大
金
を

た
め
た
り
土
地
を
購
入
し
た

り
し
た
。
す
る
と
嫉
妬
し
た

俊
次
は
「
母
の
面
倒
を
見
ろ
」

と
、
高
利
を
松
阪
へ
帰
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
。
仕
方
な
く
高
利

は
故
郷
で
商
い
を
始
め
、
大
名

に
金
を
貸
す
ま
で
に
な
っ
た
。

　

延
宝
元
（
１
６
７
３
）
年
、

俊
次
が
死
去
す
る
。
こ
の
と

き
高
利
は
52
歳
。
当
時
と
し

て
は
隠
居
す
る
年
齢
だ
っ
た

が
、江
戸
に
呉
服
店
（
越
後
屋
）

を
開
い
た
。
老
齢
に
な
っ
て
い

た
が
、
若
い
頃
の
夢
を
か
な
え

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

高
利
が
始
め
た
「
現
金
掛

け
値
な
し
」
の
商
法
は
、
そ
れ

ま
で
の
常
識
を
覆
す
も
の
だ
っ

た
。扱
う
反
物
は
高
価
な
の
で
、

呉
服
店
は
顧
客
で
あ
る
大
名

や
豪
商
の
屋
敷
に
訪
問
し
て

注
文
を
取
っ
て
い
た
。
支
払
い

金
額
も
大
き
い
の
で
、
年
に
１

度
ま
と
め
て
受
け
取
っ
た
。
そ

の
間
は
金
銭
が
入
っ
て
こ
な
い

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
反
物
の
価

格
に
利
子
分
を
含
め
て
販
売

し
た
。
こ
れ
を
掛
け
値
売
り

と
呼
ぶ
が
、
高
利
は
こ
の
慣
行

を
や
め
、
店
先
に
商
品
を
並
べ

客
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
そ

の
場
で
現
金
決
済
し
た
の
で
あ

る
。
訪
問
販
売
の
た
め
の
人
件

費
は
要
ら
ず
、
利
子
を
含
め

な
い
分
商
品
を
安
く
売
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
た
め
越
後

屋
に
客
が
殺
到
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

呉
服
店
は
生
地
を
一
反
（
12

ⅿ
程
度
）
単
位
で
し
か
売
ら
な

か
っ
た
が
、
高
利
は
な
ん
と
端

切
れ
サ
イ
ズ
で
も
販
売
し
た
の

だ
。
こ
れ
な
ら
庶
民
で
も
購
入

で
き
る
。
彼
ら
は
古
着
し
か
買

え
な
い
が
、
手
拭
い
ぐ
ら
い
は

新
品
を
持
ち
た
い
は
ず
。
そ
う

し
た
購
買
意
欲
を
当
て
込
ん

で
、
庶
民
も
購
買
層
に
組
み
込

ん
だ
の
で
あ
る
。
引
き
札
（
チ

ラ
シ
）
を
初
め
て
配
っ
た
の
も

越
後
屋
だ
っ
た
。
寺
子
屋
の
普

及
で
識
字
率
が
高
ま
り
、
そ
れ

を
見
越
し
て
の
宣
伝
手
法
だ
っ

た
。
傘
の
貸
し
出
し
も
斬
新

だ
。
雨
の
日
に
店
の
軒
先
に
傘

を
並
べ
、
通
行
人
に
貸
し
出
し

た
の
だ
。
傘
を
開
く
と
越
後
屋

の
紋
（
ロ
ゴ
）
が
染
め
抜
か
れ

て
い
る
の
で
、
借
り
た
人
が
傘

を
差
せ
ば
宣
伝
に
な
る
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
後
呉
服
店
は
、
両
替

商
が
集
ま
る
駿
河
町
に
移
転

し
、
呉
服
店
に
併
設
す
る
形
で

両
替
商
も
始
め
、
稼
い
だ
資
金

で
次
々
と
支
店
を
出
し
、
一
代

で
豪
商
に
成
り
上
が
っ
た
。

　

こ
の
史
実
は
、
高
利
が
「
ど

う
す
れ
ば
も
う
か
る
か
で
は
な

く
、
ど
う
す
れ
ば
客
は
喜
ん
で

く
れ
る
か
」
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
客
目
線
で
工
夫
や
改
善
を

凝
ら
し
た
こ
と
が
成
功
の
秘
訣

（
ひ
け
つ
）
だ
と
い
え
よ
う
。

　

歴
史
作
家　
　

河
合　

敦

「
三
井
高
利
の
革
命
的
商
法
」


